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評　　価　　の　　合　　計 Ａ

　平成22年7月14日の降雨により崩壊が発生し、その後地元住民からの情報提供により、飯田市林務課より要望書が提出された。

　地下水の水質、水量に影響のないよう、谷止工は透水性のある構造で実施する。また、工事実施に先立つ詳細調査設計に当たっては、三次
元浸透流解析による工事影響のシュミレーションや水質調査を行い、水質、水量の保全に対し最大限の配慮を行う。

　飯田市による下方林道及び歩道の復旧工事実施済み。

　平成22年9月1日に飯田市林務課、観光課、土地所有者、「猿庫の泉を愛する会」が参加する地元説明会を実施した。その後も工法選定にあ
たり、地元関係者との検討を深めている。

費用対効果（Ｂ／Ｃ） 76

小　　　　　計

下流の堰堤等の整備状況（他所管含
む）
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映
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市町村要望有り
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50ｍ以上200ｍ未満
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第3紀層、破砕帯

3

3
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19

　Ｂランク　Ａランク Ｃランク
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（　20　） 流域の総合調整 あり

Ａ平均渓床勾配
（平均山腹勾配）

Ａ5年以上

住民意見反映してい
ない

3（　25　） 3なし あり（概ね満砂）

　直下の保全対象である猿庫の泉は、昔から茶の湯に適すことで知られ、名水として市民はもとより、ここを訪れる多くの人々に親しまれており、
平日でも水を汲みに県内外から多数の来訪者がある。
　地域住民は「猿庫の泉保存会」「猿庫の泉を愛する会」を設立し、公園周辺の環境保全について努めている。
　平成22年7月豪雨により、猿庫の泉上流部の山腹が崩壊し、下方の公園及び林道へ土砂が流出した。不特定多数の入込がある箇所であり、
対策工実施の必要がある。

なし 3 3
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5
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（　20　）

計画

事業情報の共有 関係者以外にも周知熟度

住民参加の状況

最寄の保全対象までの距離 50m未満

3年未満

200ｍ以上

Ａ

危険地区危険度

効率性

緊急性

地形、地質の状況
火山噴出物、花岡岩、
第3紀層、破砕帯かつ
地すべり地形

5°未満
（20°未満） 3

7

3年以上5年未満

小　　　　　計
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その他
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事
　
業
　
周
　
辺
　
環
　
境

事業説明等の経緯

事業実施に至る歴
史的経緯・社会的背
景

特記事項
　周辺森林においては、保安林改良事業による森林整備（本数調整伐）を併せてに計画している。施設整備とあわせ、流域の森林の水源かん
養機能、土砂流出防止機能のの高度発揮を図っていく。地元管理団体と連携した計画作成を実施している。

環境・景観への配慮
項目

2.59

地域からの要望経
緯

他事業・プロジェクト
との関連

□ ■ □ □ □地域の合意形成

山地治山 - 4

部意見

過半数賛成概ね賛成

政策
評価課
意見

その他動向不明

　多くの来訪者が訪れる「猿庫の泉」上流の山腹が崩壊し、渓流内には不安
定土砂が堆積しており、次期出水期に被害を及ぼす恐れがあるため緊急性
は高い。水質、水量の保全に対して再現の配慮をしつつ、事業を実施する
必要がある。

　緊急性が認められる。

全員賛成


